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文科薬の博士課穣新設霊童謡軒蓮

学習く外国文化、幅広
外

国語
の
専
門
大
学
と
し
て
知
ら
れ
る
東
京
外
国
語
大
学
（
原
卓
也
学
長）
が
来
年
度
に、
国
立
大
学
で
は

数
少
な
い
文

判明系
の
大
学
院
博
士
課
程
を
新
設
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
た。
従
来
の
修
士
課
程
を
改
組。
語
学

だ
け
で
な
く
外
国
文
化、
睦
史、
国
民
性
な
ど
を
幅
広
く
学
ん
で
も
ら
う
と
と
で、
「
象
牙
（
ぞ
う
げ）
の
塔」

に
閉
じ
と
も
ら
な
い
新
タ
イ
プ
の
博
士
像
を
目
指
す。
社
会
人
の
参
加
も
積
極
的
に
進
め
る。
修
了
し
て
も
就

職
が
難
し
い
こ
と
な
ど
の
た
め、
国
立
大
の
文

判明系
博
士
課
程
は
少
な
い
が、
巌
近
の
国
際
化
も
あ
っ
て
広
い

知
識
を
身
に
つ
け
た
「
博
士」
の
必
要
性
は
高
ま
る
と
み
て
い
る。

社
会
人
の
参
加
も
推
進

新博
士
課
程
は
前
期
二
年、

後期

三
年。
現
在
「
外
国
語
学
研
弼
判明」

と
「
地
域
研
開
研
招
税」
の
二
コ
ー

ス
あ
る
修
士

課程
を
改
組
す
る
も
の

で、
前
期
か
従
来
の
修
士
課
程
に
当

た
る。前

期
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
第一
、
ア
ジ

ア
第一
な
ど
七
専
攻
に
分
か
れ一
言
語

学
研
拐
な
ど
が
授
業

税目。
改
組
に

当
た
っ
て
ス
ワ
ヒ
り
な
ど
少
数
言
語

も
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
加
え
る。
各
専

攻
と
も雪
国語
の
ほ
か
地
域
の
文
伯、

歴
史、
国
民
性
な
ど
を
幅
広
く
学
べ

る
体
制
に
す
る。
語
学
は
地
域
研
到

の
基
礎
で
あ
る
と
し
て
外
国
人
講
師

（
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー）
に
よ

る
表
現
実
習
を
必
修
に
す
る。

今
回
新
設
を
計
画
し
て
い
る

後期

は、
院
生
の
語
学
能
力
の
向
上
は
も

と
よ
り、
そ
の
国
の

政治、
経
摘、

社
会、

宗教
な
ど
を
さ
ら
に
深
く
研

究
し
て
い
く。
文
化
人
類
学、
歴
史

人
類
学
な
ど
の
共
遇
税目
の
ほ
か、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
第
二
な
ら
ス
ペ
イ
ン
言

昭島

大
学
院
に
博
士
課
程
が
で
き
る
東
京
外
国
語
大
学
の
ゼ
ミ（
墓
示
一外

国語
大
の
中
嶋
嶺
雄
研
究
室
で）

語
文
化
論
演
習
な
ど
が
あ
る。
こ
う

し
た
体
制
に
よ
り
「
欧
米、
ア
ジ
ア

だ
け
で
な
く
ア
フ
リ
カ、
オ
セ
ア
ニ

ア、
中
東
な
ど
も
対
象
に
し
た
研
弼

を
し
て
い
く」
と
し
て
い
る。

取
得
単
位
数
は
前
期
はコ一
十
単
位

前
後
だ
が、
後
期
は
八
単
位
程
度
げ比

す
る。
従
来
の
博
士

課程
は
二
十
単

位
程
度
と
なっ
て
お
り、
大
幅
な
負

担
滅
に
な
る。
同
時
に、
従
来
の
よ

う
な
教
室
で
の
研
究
重
視一
本
や
り

で
は
な
く、
外
国
に
行っ
た
り、
フ

ィ
ー
ル
ド
に
出
た
り
し
た
研
買
も
学

位

授与
の
対
象
に
し
て
い
く。

前
期
の
定
員
は
今
の
と
こ
ろ、
百

十
四
人
程
度。
後
期
は
こ
れ
ま
で
の

進
学
状
混
か
ら
十
六
人
程
度
を
予
定

し
て
い
る。
「
社
会
に
聞
か
れ
た
博

士
課
程
を
目
指
す」
（
中
嶋
嶺
雄
同

大

教授）
た
め、
社
会
人
も
積
極
的

に
受
け
入
れ
て
い
く
考
え
で、
同
大

学
と
し
て
は
「
定
員
の
三
分
の一
程

マ
グ
マ
供
給

な
お
活
発

雲仙・普賢岳

長
崎
県
雲
仙・
普
賢
話
は
二
十一

日
午
前、
北

東側
斜
面
に
せ
り
出
し

た
新
し
い
溶
岩
ド
J
ム
が
崩
落
や
火

砕
流
を
繰
り
返
し、
依
然
地
下
か
ら

の
活
発
な
マ
グ
マ
の
供
給
が
続
い
て

度」
を
企
業
か
ら
の

婦が虐
な
ど
社
会

人
向
け
げ比
し
た
い
と
し
て
い
る。

国
立

国大

花 茎背糸
景で
託11
3長年
の と

雪。

文
部
省
な
ど
に
よ
る
と、
外吉
突

の
博
士
課
程
新
設
が
認
め
ら
れ
れ

ば、
国
立
大
文
系
と
し
て
は
昭
和
五

十
六
年
の
奈
良
玄
チ
大
の
「
人
間
文

他
研
兜
町位
以
来、
十一
年
ぶ
り。

他
の
国
立
大
の
中
に
も、
専
門
で
固

ま
っ
た
従
来
タ
イ
プ
の

学者
で
は
な

く、
高
度
の

専門
性
に
加
え
幅
広
い

素
養
を
身
に
つ
け
た
柔
軟
な
人
材
養

成
の
た
め、
文

相系
の
憾
士

課程
新

設
に
怠
欲
を
み
せ
る
向
き
が
あ
り、

新
設
が
決
ま
れ
ば
各
方
面
に
大
き
な

イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
そ
う。

全
国
九
十
七
の
国
立
大
の
う
ち
現

在、
文
和
系
の
大
学

院博
士
課
程
を

持っ
て
い
る
の
は
東
大、
一
橋
大
な

ど
十
三
大
学
し
か
な
い。
理
系
の
場

合
だ
と、
例
え
ば
工
学
系
な
ら
三
十

大
学
前
後、
医、
理
学

部系
な
ど
も

か
な
り
の
大
学
が
博

土課程
を
持っ

て
お
り、
理
制桝・
文
税
系
の
差
は
歴

然
と
し
て
い
る。
「一
貫
し
て
技
術

立
国
を
目
指
し
て
き
た」（
文
部
省）

こ
と
が、
こ
う
し
た
差
異
を
生
ん
だ。

し
か
し
国

際化
な
ど
を
背
震
に、

博
士
号
が
重
視
さ
れ
て
き
た
理
系
の

み
で
は
な
く、

文系一
に
つ
い
て
も「
高

度
な
能
力
と
豊
か
な
学
識
そ
持
つ
人

材
養
成
が
必
要」
と
の
声
が
強
ま
っ

て
き
た。
文
部省
の
大
学
審
議
会
も

五
月
の
答
申
で
「
人
文・
社
会・
自

然
は
バ
ラ
ン
ス
よ
く
発
展
す
べ
き」

と
し
て、
文

系大
学
院
の
充
実
を
提

言
し
て
い
る。

「（
外

語大
の
博
士
課
程
新
設
は）

喜
ぶ
べ
き
こ
と」と
話
す
の
は、
博

士
課
程
を
持っ
た
文

耕系
総
合

大学

院
の
設
置
運
動
を
進
め
て
い
る
干
葉

大
学
文
学
部
の
下
村
由一
学
部
長。

企
業
が
海
外
で
活
動
す
る
に
し
て
も

語
学
だ
け
で
な
くJ
民
族
の
文
化
な

ど
そ
理
解
し
な
く
て
は
摩
擦
を
起
と

し
か
ね
な
い。
探
い
洞
察
力
を
持
つ

人
材
は
今
後
ま
す
ま
す
必
要
に
な
る

と
の
見
方
だ。

修
了
し
て
も
就
職
で
き
な
い
「
オ

ー
バ
ー
ド
ク
タ
ー」
な
ど
の
問
題
は

残
る
も
の
の、
関
係
者
の
聞
に
は、

博
士

課程
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い

る
よ
う
だ。

東京外語大　文科系の博士課程新設　素養豊かな「国際人」育成


